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研究成果の概要（和文）： 

 「生活公共性」という新しい社会学的な概念を検討し、都市環境や都市空間の実証的な研究

に援用可能であることを確認した。その概念を用いて、日本、中国、イタリアやドイツの都市

空間の実証的な研究を行った。 

 公共性という概念は、実証的な国際比較研究において重要な鍵概念であるばかりではなく、

危機にある社会学理論の今後の再建においても重要な概念であることを検討してきた。 

 本研究の研究成果は、『東アジアにおける公共性の変容』（慶応大学出版会、2010、日本語）、

『地域から生まれる公共性』（ミネルヴァ書房、2010、日本語）、The Comparative Study of the 

Publicnee（中国社会科学出版社、2013、英語）、科学研究費報告書『都市環境における生活公

共性の比較社会学的研究』としてまとめ、公刊した。とくに、我々としては、国際比較社会学

の研究成果を英文で出版しえたことは、重要であったと考えている。 

 また、2012年日本社会学会大会において「生活公共性と比較社会学」という特別セッション

を海外から 6 名の研究者を招聘して開催し、研究報告をおこなった。本セッションの全体は、

科学研究費報告書『都市環境における生活公共性の比較社会学的研究』に収録した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

 We discussed the new sociological concept, the public embedded in ordinary daily life, 

and make sure that this concept is useful for the empirical studies on urban environment 

and urban space. We actually study many case of urban space in Japan 
, China, Italy and Germany. 
 The concept , the public embedded in ordinary daily life is not only the key term for 

empirical international comparative studies, but also critical key concept that play 

important role in the reconstruction process of sociological theory. We think that 

sociological theory in now in crisis and that we can find resolution through the discussion of 

the concept , the public embedded in ordinary daily life. 

 We published three books ; The Transformation of the Publicness in East Asia (Keio 

University Press, 2010, in Japanese), The Publicness from Local Community (Minelva 

Press, 2010, in Japanese), The Comparative Study of the Publicness, (Social Science 

Academic Press ( China), 2013, in English), and Final report ( A Comparative Sociological 
Study on the Publicness in Ordinary Daily Life of Urban Environment, 2013, Nagoya 

university, in Japanese,). 

 We hold special session titled the Public Embedded in Ordinary Daily Life and 
ComparativeStudies in the Japanese Sociological Association Annual Meeting at Sapporo 

in 2012, inviting 6 abroad scholars. 
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１．研究開始当初の背景 

 背景としては、社会学の理論的な背景と、
都市社会学の実証的な要請という背景があ
る。前者は、マクロな社会学理論の行きづま
り、ミクロな社会学理論の限界という社会学
理論の危機に対して、公共性概念を用いて、
社会学理論の再建を目指した。 

 実証的な要請としては、急激に進むグロー
バル化のなかで、比較都市研究を行う必要で
あり、そのために、生活公共性という概念を
用いて、日本、中国、西欧の都市環境、都市
空間の比較社会学的な研究を行うことを目
指した。 

 

２．研究の目的 

 西欧、中国、日本社会における公共性のあ
り方を、とくに都市社会や生活のなかに埋め
込まれた公共性に着目して、比較研究する。
その生活や都市空間に埋め込まれた公共観
念を研究するために、都市空間のつくられ方、
社会活動、都市景観、社会福祉政策、環境、
教育、ホームレス対策など具体的な場面に下
りて、研究を進める。 

 さらに、公共性という概念を手掛かりに、
危機にある社会学理論の再生の方途をさぐ
る。 

 以上の目的のために、海外での調査や海外
の研究者との研究交流を推進する。 

 

３．研究の方法 

 研究の方法の中心は、都市社会を中心とし
た、都市づくり、まちづくり、都市社会活動、
都市景観、社会福祉政策、ホームレス対策な
どと言った具体的なテーマを取り上げ、公共
性のありようを実証的に研究することにあ
る。とくに、海外での実証研究を進め、日本
との比較を進める。 
 それ以外に、文献的な研究、歴史的な資料
の検討、海外の研究者との研究交流の推進を
行う。 

４．研究成果 
研究発表としてさまざまな学会における

研究報告を行ってきたが、その集大成として、
2012 年日本社会学会大会において「生活公
共性と比較社会学」という特別セッションを
開催し、社会学会会員に報告をした。 

ここで「公共性」として取り上げているの
は、それぞれの社会の中で、生活のなかに深
く根ざしている公共性のあり方を取り上げ
ることから議論を出発させている。この意味
では，この「公共性の比較社会学」において
は、公共性という一つの定義を掲げて、それ
を物差しにして、各社会における公共性のあ
り方を比較しようとするものではない。 
 ここでは、早急に「理想の公共性とは何か、
どうあるべきなのか」という問題を論じては
いない。しかし、そうした問題を意図的に回
避しているとも、回避できているとも考えて
いない。むしろ重要なのは、その社会の人々
の日常生活の中に根づいている公共性のあ
り方から議論を出発させていることである 

 そのため、日本社会には日本の公共性のあ
り方があり、中国には中国の公共性のあり方
があると考えている。ここで注目しているの
は、それぞれの社会のなかの「公共性」とい
う言葉から、その社会のいかなる「現在の」
「新しい」動きが取り出せるのかという点で
ある。公共性という言葉を手掛かりに、それ
ぞれの社会の今を問うている。 

 最後に，社会学の一般理論のなかで，公
共性と正義との関連を論じている。ベック
のいう第 2の近代における公共性の特色は，
(1)market に対立し(2)national なものに
対立し(3)individual、individualization に
対抗するものであることを指摘した上で、
21世紀の社会において、公共性と正義が重
要であることを論じている。 
 研究成果は、主に出版物と学会などでの発
表による。 
 公刊された主なものは、 



1、『東アジアにおける公共性の変容』（慶応
大学出版会、2010） 

2、『地域から生まれる公共性』（ミネルヴァ
書房、2010）、 

3 、 The Comparative Study of the 

Publicness（中国社会科学出版社、2013） 

4、科学研究費報告書『都市環境における生
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